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米
沢
市
の
概

米
沢
市
の
概
要要

　
米
沢
市
は
山
形
県
の
最
南
端
に
位
置
し

米
沢
市
は
山
形
県
の
最
南
端
に
位
置
し
、、

福
島
県
と
の
県
境
に
接
し
て
い
ま
す
。

福
島
県
と
の
県
境
に
接
し
て
い
ま
す
。
夏夏

は
高
温
多
湿
、
冬
は
寒
さ
が
厳
し
く
、

は
高
温
多
湿
、
冬
は
寒
さ
が
厳
し
く
、
特特

別
豪
雪
地
帯
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

別
豪
雪
地
帯
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
年年

間
累
計
降
雪
は

間
累
計
降
雪
は
　
斡斡
に
達
す
る
こ
と
も

に
達
す
る
こ
と
も
ああ

１０１０

り
、
市
街
地
で
も
平
年
の
最
高
積
雪
が

り
、
市
街
地
で
も
平
年
の
最
高
積
雪
が
１１

斡斡
に
達
す
る
ほ
ど
の
降
雪
が
あ
り
ま
す

に
達
す
る
ほ
ど
の
降
雪
が
あ
り
ま
す
。。

ま
た
、
米
沢
市
は

　
ま
た
、
米
沢
市
は
「「
置
賜
 置
  賜
 地
域
」
と
呼

地
域
」
と
呼

お
き
た

お
き
 た
まま

ば
れ
て
い
る
県
南
３
市
５
町
の
中
で
中

ば
れ
て
い
る
県
南
３
市
５
町
の
中
で
中
心心

的
な
機
能
を
も
つ
都
市
で
す
。
市
制
施

的
な
機
能
を
も
つ
都
市
で
す
。
市
制
施
行行

は
明
治

年
で
日
本
で
最
初
に
市
制
を

は
明
治
　
年
で
日
本
で
最
初
に
市
制
を
施施

２２２２

行
し
た
全
国

市
の
中
の
１
市
で
、
今

行
し
た
全
国
　
市
の
中
の
１
市
で
、
今
年年

３９３９

で
市
制
１
２
４
年
を
迎
え
ま
し
た

で
市
制
１
２
４
年
を
迎
え
ま
し
た
。。

歴歴
史史
　

鎌
倉
時
代
に
は
、
地
頭
・
長
井
氏
が

　
鎌
倉
時
代
に
は
、
地
頭
・
長
井
氏
が
米米

沢
に
本
拠
を
置
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り

沢
に
本
拠
を
置
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、、

そ
の
後
、
伊
達
氏
が
置
賜
を
領
し
、
米

そ
の
後
、
伊
達
氏
が
置
賜
を
領
し
、
米
沢沢

城
下
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
「
独
眼
竜

城
下
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
「
独
眼
竜
政政

宗
」
で
も
知
ら
れ
る
伊
達
政
宗
も
米
沢

宗
」
で
も
知
ら
れ
る
伊
達
政
宗
も
米
沢
城城

で
生
ま
れ
、

歳
ま
で
米
沢
で
過
ご
し

で
生
ま
れ
、
　
歳
ま
で
米
沢
で
過
ご
し
まま

２５２５

し
た
し
た
。。

江
戸
時
代
に
は
、
上
杉
景
勝
が
越
後

　
江
戸
時
代
に
は
、
上
杉
景
勝
が
越
後
かか

ら
会
津
を
経
て
米
沢
に
入
り
、
重
臣
・

ら
会
津
を
経
て
米
沢
に
入
り
、
重
臣
・
直直

江
兼
続
の
指
揮
で
城
下
が
拡
張
さ
れ
、

江
兼
続
の
指
揮
で
城
下
が
拡
張
さ
れ
、
現現

在
の
米
沢
市
街
の
基
盤
が
築
か
れ
ま
し
た

在
の
米
沢
市
街
の
基
盤
が
築
か
れ
ま
し
た
。。

以
後
、
米
沢
は
上
杉
氏
（
米
沢
藩
）
の

以
後
、
米
沢
は
上
杉
氏
（
米
沢
藩
）
の
城城

下
町
と
し
て
発
展
し
、
現
在
に
至
っ
て

下
町
と
し
て
発
展
し
、
現
在
に
至
っ
て
いい

ま
す
ま
す
。。

　市では市制施行からちょう市では市制施行からちょうどど６０６０年に当たる年に当たる１２月１５１２月１５日に、吉良家と上杉家の「三重の縁日に、吉良家と上杉家の「三重の縁」」

などでゆかりのある、山形県米沢市と友好都市を提携します。上杉氏の城下町としてなどでゆかりのある、山形県米沢市と友好都市を提携します。上杉氏の城下町として知知

られる米沢市とはどのようなまちで、どんな歴史的な関係を築いてきたのでしょうかられる米沢市とはどのようなまちで、どんな歴史的な関係を築いてきたのでしょうか。。

今号では、友好都市を提携する米沢市をご紹介します今号では、友好都市を提携する米沢市をご紹介します。。

問合問合先先　秘書課秘書担秘書課秘書担当当（（緯緯６５６５・・２１７１２１７１））
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YonezawaCitYonezawa Cityy山形山形県県

愛と義のま愛と義のまちち

米沢米沢市市

米沢市デー米沢市データタ

◆人口◆人口　８６，０１８６，０１５５人人

（（男性男性　４１，４６４１，４６８８人人

女性　女性　４４４４，，５４７５４７人）人）

◆世帯数◆世帯数　３２３２，，５５０５５０人人

◆面積◆面積　５４８５４８．．７４７４錫錫

◆最大標高◆最大標高　２２，，０３５０３５杓杓

（西吾妻山（西吾妻山））

※※２２５５年年９月９月１１日現在日現在。。



上
杉
家
と
の
「
三
重
の
縁

上
杉
家
と
の
「
三
重
の
縁
」」

徳
川
幕
府
が
始
ま
っ
て

年
ほ
ど
経

　
徳
川
幕
府
が
始
ま
っ
て
　
年
ほ
ど
経
っっ

５０５０

た
万
治
元
（
１
６
５
８
）
年
、
三
代
米

た
万
治
元
（
１
６
５
８
）
年
、
三
代
米
沢沢

藩
主
上
杉
綱
勝
の
妹
三

藩
主
上
杉
綱
勝
の
妹
三
姫姫（
富
子
）

（
富
子
）が
幕
府

が
幕
府

高
家
の
吉
良
義
央
に
嫁
ぎ
ま
し
た
。
そ

高
家
の
吉
良
義
央
に
嫁
ぎ
ま
し
た
。
そ
のの

６
年
後
、
か
ね
て
病
弱
だ
っ
た
綱
勝
は

６
年
後
、
か
ね
て
病
弱
だ
っ
た
綱
勝
は
　２７２７

歳
で
急
逝
。
綱
勝
の
妻
も
既
に
亡
く
な

歳
で
急
逝
。
綱
勝
の
妻
も
既
に
亡
く
な
っっ

て
お
り
、
子
が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
幕

て
お
り
、
子
が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
幕
府府

でで
はは
「
跡
継
ぎ
の
い
な
い
大
名
は
取
り

「
跡
継
ぎ
の
い
な
い
大
名
は
取
り
つつ

ぶ
し
ぶ
し
」」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
三三

代
将
軍
・
徳
川
家
光
の
弟
で
あ
る
会
津

代
将
軍
・
徳
川
家
光
の
弟
で
あ
る
会
津
藩藩

主
・
保
科
正
之
の
工
作
に
よ
り
、
生
後

主
・
保
科
正
之
の
工
作
に
よ
り
、
生
後
８８

か
月
だ
っ
た
綱
勝
の
甥
で
あ
る
吉
良
三

か
月
だ
っ
た
綱
勝
の
甥
で
あ
る
吉
良
三
之之

助助（
綱
憲

（
綱
憲
））を
養
子
に
迎
え
、
上
杉
家
は

を
養
子
に
迎
え
、
上
杉
家
は
存存

続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。。

そ
の
後
、
義
央
と
富
子
に
は
三
女
一

　
そ
の
後
、
義
央
と
富
子
に
は
三
女
一
男男

の
子
が
生
ま
れ
た
も
の
の
、
男
児
は
８

の
子
が
生
ま
れ
た
も
の
の
、
男
児
は
８
歳歳

で
死
去
。
こ
の
た
め
、
吉
良
家
は
綱
憲

で
死
去
。
こ
の
た
め
、
吉
良
家
は
綱
憲
のの

子
（
義
央

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
（
義
央
のの

外
孫
）
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
孫
）
を
跡跡

継
ぎ
に
迎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
継
ぎ
に
迎
ええ

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た
。
そそ

れ
が
、
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
が
、
後
のの

吉
良
義
周

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
良
義
周
でで

す
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。
こ
の
よよ

う
に
、
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
に
、
上
杉杉

家
と
吉
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
と
吉
良
家家

は
「
三
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
「
三
重
のの

縁
」
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縁
」
に
よ
っっ

て
強
く
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
強
く
結
ばば

れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
て
い
る
のの

で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
す
。。

旧
吉
良
町
時
代
か
ら
の
交

旧
吉
良
町
時
代
か
ら
の
交
流流

米
沢
市
と
の
交
流
は
、
旧
吉
良
町
時

　
米
沢
市
と
の
交
流
は
、
旧
吉
良
町
時
代代

の
昭
和

年
か
ら
民
間
同
士
で
始
ま
り

の
昭
和
　
年
か
ら
民
間
同
士
で
始
ま
り
まま

５４５４

し
た
。
そ
の
後
、
平
成

年
か
ら
は
行

し
た
。
そ
の
後
、
平
成
　
年
か
ら
は
行
政政

１６１６

間
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
交
流

間
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
交
流
がが

活
発
化
さ
れ
ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ

活
発
化
さ
れ
ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ェェ

ス
テ
ィ
バ
ル
や
吉
良
義
央

ス
テ
ィ
バ
ル
や
吉
良
義
央
公公
毎
歳
忌

 毎
  歳
  忌
 、
米
、
米

ま
い

さ
い

ま
い
 さ
い
 
きき

沢
市
で
行
わ
れ
る
上
杉
ま
つ
り
や
雪
灯

沢
市
で
行
わ
れ
る
上
杉
ま
つ
り
や
雪
灯
篭篭

ま
つ
り
な
ど
、
相
互
に
訪
問
し
合
い
な

ま
つ
り
な
ど
、
相
互
に
訪
問
し
合
い
な
がが

ら
絆
を
深

ら
絆
を
深
めめ

て
き
ま
し
た

て
き
ま
し
た
。。

そ
し
て
、

そ
し
て
、
更更

な
る
交
流

な
る
交
流
をを

深
め
る
た

深
め
る
た
めめ

に
平
成

に
平
成
　
年年
２２２２

９
月
、
旧

９
月
、
旧
吉吉

良
町
の
市

良
町
の
市
民民

団
体
「
吉
良
・
米
沢
親
善
交
流
会
」
と

団
体
「
吉
良
・
米
沢
親
善
交
流
会
」
と
米米

沢
市
の
市
民
団
体
「
米
沢
・
上
杉
吉
良

沢
市
の
市
民
団
体
「
米
沢
・
上
杉
吉
良
温温

故
交
流
会
」
と
の
間
で
親
善
交
流
盟
約

故
交
流
会
」
と
の
間
で
親
善
交
流
盟
約
がが

締
結
さ
れ
ま
し
た

締
結
さ
れ
ま
し
た
。。

旧
幡
豆
郡
と
の
合
併
後
も
そ
の
交
流

　
旧
幡
豆
郡
と
の
合
併
後
も
そ
の
交
流
はは

引
き
継
が
れ
、
今
年
の
６
月
に
は
行
政

引
き
継
が
れ
、
今
年
の
６
月
に
は
行
政
間間

で
「
大
規
模
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」

で
「
大
規
模
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」
をを

締
結
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

月

日

締
結
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
　
月
　
日
のの

１２１２

１５１５

市
制

周

市
制
　
周
年年

６０６０

記
念
式
典

記
念
式
典
にに

合
わ
せ

合
わ
せ
てて

「
友
好
都
市

「
友
好
都
市
」」

を
提
携
す

を
提
携
す
るる

こ
と
と
な

こ
と
と
な
りり

ま
し
た

ま
し
た
。。

３３ 平平成成２２５５年年１１１１月月１１日日号号広広報報

旧
吉
良
町
時
代
か
ら
の
交

旧
吉
良
町
時
代
か
ら
の
交
流流

上
杉
家
と
の
「
三
重
の
縁

上
杉
家
と
の
「
三
重
の
縁
」」

吉良吉良家家とと上杉上杉家家

　　三重の三重の縁縁で結ばで結ばれれ

　　　　 市制市制 ６０６ ０ 周年記念式周 年記念式典典 でで

　　　　　　友好都市友好都市を提携しを提携しますます

▲市民団体による交流盟約調印式
　（平成２２年９月２５日）

▲大規模災害時相互応援協定締結
　（平成２５年６月２８日）



上
杉
謙
信
像

上
杉
鷹
山
像

米沢市直江兼続マスコットキャラクターかねたん

広広報報平平成成２２５５年年１１１１月月１１日日号号 ４４



上
杉
謙
信
像

米沢市直江兼続マ
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●愛と義のまち　山形県米沢市


